
 

2025年12月11日 

 

各　位 

 

会 社 名​ GLOE株式会社 

代表者名​ 代表取締役　谷田　優也 

　　　​ （コード：9565　東証グロース市場） 

問合せ先​ 取締役　管理本部長　村田　光至朗 

　　　​ （TEL．03-6380-1020） 

 

 

法人税等調整額（益）の計上、連結業績予想と実績値との差異 

および個別業績と前期実績値との差異に関するお知らせ 
 

当社は、2025年10月期において、法人税等調整額（益）を計上を行うとともに、2024年12月12日に公表いた

しました2025年10月期連結業績予想と、実績値に差異が生じました。 

また、個別業績の実績値につきましても前期実績と差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１．法人税等調整額（益）の計上について 

　今後の業績動向等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討した結果、法人税等調整額△18 百万

円（△は利益）を計上いたしました。 

 

２．2025年10月期（2024年11月１日～2025年10月31日）通期連結業績予想と実績との差異 

（百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する​

当期純利益 

１株当たり​

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2024年12月12日公表) 
2,550 △45 △45 △35 △12円79銭 

実    績（Ｂ） 2,843 18 24 3 1円38銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） +293 +63 +69 +38  

増 減 率（　％　） +11.5％ - - -  

前期実績 

（2024年10月期）  
2,260 16 13 △19 △7円02銭 

 

（差異の理由） 

　当期の連結業績は、eスポーツ・イベントサービスにおける大型案件の納品が想定を上回ったことに加え、

エージェンシーサービスではキャスティングが好調に推移、また、SNSやコミュニティマーケティングを中心

とした新規領域の受注増加もあり、売上高が大幅に伸長しました。費用面では、新規事業投資や本社移転費

用を計上したものの、売上原価を中心とした徹底的なコストマネジメントの結果、収益性が改善し、各段階

利益は2024年12月12日公表の業績予想を上回る結果となりました。 
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３．2025年10月期（2024年11月１日～2025年10月31日）通期個別業績と前期実績値との差異 

（百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり​

当期純利益 

前期実績（Ａ） 

（2024年10月期） 
2,104 △19 △22 △30 △11円27銭 

実    績（Ｂ） 2,542 36 31 19 7円03銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） +437 +55 +53 +49  

増 減 率（　％　） +20.8％ - - -  

 

（差異の理由） 

　当期の個別業績は、「２．2025年10月期（2024年11月１日～2025年10月31日）通期連結業績予想と実績と

の差異」に記載の理由により、売上高が大幅に伸長しました。費用面では、新規事業投資や本社移転費用を

計上したものの、売上原価を中心とした徹底的なコストマネジメントの結果、収益性が改善し、各段階利益

において前期実績を上回りました。 

 

 

以上 
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